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交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成　　年度以降の各年度の決算額を記載。

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0%

不用額
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0 0
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0 0

翌年度繰越額
（f）

15 0
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205 245
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交付額
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220 230
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 145 ha

平成 27 年度　～ 平成 31 年度 平成 27 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 平成25年度 平成31年度

人/年 平成25年度 平成31年度78,750

55,000岩井公民館の利用者数 岩井公民館の年間利用者数 拠点機能の充実に伴う利用者数の増加 50,984

歩行者天国の来街者数 歩行者天国の年間来街者数
地区内の回遊性の向上、交流の促進に伴う歩行者天国（中心市
街地にて年間10回実施）の来街者数の増加

75,000

　街なかにおいて、市民をはじめとして坂東市を訪れる人々が、集い、憩い、交流ができ、賑わいを創造する場（拠点）づくりを進めていく必要がある。
　また、八坂公園をはじめとして、周辺施設を含めた一体的な利用、スポーツ・コミュニティ活動機能の充実を図り、市街地の活性化につなげていく必要がある。

【まちづくり課題】
　　・生活道路等基盤施設の整備及び住民・行政の協働のまちづくりの推進による安全で魅力ある居住環境の整備と土地の有効利用、人口の定着化の促進
　　・コミュニティ活動・スポーツ活動の活性化や、住民の憩いの場としての拠点整備による地区の魅力の向上
　　・骨格となる都市計画道路網の早期整備・ネットワークによる施設利用の利便性の向上

【坂東市総合計画】・・平成19年度～平成28年度

　将来像：人と自然がおりなす　活力・安心・協働に満ちた坂東市
　　　　　　　　基本理念「発展・活力」・・・広域交通体系や地域資源を生かしたまちづくり
　　　　　　　　　　　　「安全・安心」・・・誰もが心豊かに安心して暮らせるまちづくり
　　　　　　　　　　　　「協働・共生」・・・人と人が協働し、人と自然が共生するまちづくり

　基本計画〔土地利用〕
　　○市街地の適切な土地利用：地域の特性を生かしつつ、道路・公園・上下水道など都市施設の整備を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 辺田地区地区計画に基づき、地域住民との合意形成を図りながら、魅力ある市街地の形成を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市街地に残る生産緑地を保全し、良好な都市景観の形成を図ります。
　〔交流〕
　　○市民交流の充実：生涯学習やスポーツ、ボランティア活動、地域の伝統行事など、多様な市民活動を支援し、市民交流の充実を図ります。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 茨城県 坂東市 岩井地区

計画期間 交付期間 31

大目標：交流を育み、賑わいと魅力あふれるまちづくり
　　○目標１：街なかでの様々な交流の場となる拠点機能の充実
　　○目標２：八坂公園及び周辺施設の拡充によるスポーツ・コミュニティ活動の活性化の促進

　本地区は岩井市街地のほぼ中央部に位置し、西部は八坂公園及び八坂水生公園、総合文化ホールが立地する文教厚生地区、中央部は3･4･5 辺田本町線沿線の商業・業務地区、東南部は近郊緑地保全区域に指定される菅生沼に近接し、生産緑
地をはじめとする農地や平地林と住宅等が残存する住宅地域、北部は農地と住宅や工場等が共存して立地する地域となっている。
　地区西部の八坂公園隣接地においては、市民から要望の高いスポーツ・レクリエーション施設として緑のスポーツ広場を整備し、スポーツ・コミュニティ機能の充実を図っている。
　地区中央部の商業・業務地区では、市の商業、観光及びコミュニティ活動の拠点として観光交流センター（仮称）秀緑の整備が計画されている。



都市再生整備計画の整備方針等

その他

方針に合致する主要な事業

■整備方針１：街なかでの様々な交流の場となる拠点機能の充実

・街なかにおける憩い・交流の場となる拠点づくりを進め、交流の拡大を促進していく。 ○道路（基幹事業）
　・市道岩井17号線の整備
○既存建造物活用事業（基幹事業）
　・観光交流センター（仮称）秀緑の整備

計画区域の整備方針

■整備方針２：八坂公園及び周辺施設の拡充によるスポーツ・コミュニティ活動の活性化の促進

・市民の憩いの場、自然学習の場である八坂公園・八坂水生公園に加え、市民のコミュニティ活動・スポーツ活動の新たな拠点となる運動場
（サッカー場）や岩井公民館の整備により、市民自らの様々な交流活動が展開する環境を魅力として、交流の拡大を促していく。

○地域生活基盤施設（基幹事業）
　・岩井公民館改修事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 道路改良工事 坂東市 直 L=150m H27 H31 H27 H31 361 361 361 361

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 地域防災施設 岩井公民館改修事業 坂東市 直 A=2,743㎡ H27 H28 H27 H28 300 300 300 300

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業 坂東市 直 A=1,838㎡ H27 H27 H27 H27 838 838 838 838

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,499 1,499 1,499 0 1,499

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0

合計(A+B) 1,499

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

坂東市 国土交通省 L=5,320ｍ

茨城県 国土交通省 L=3,060ｍ

坂東市 国土交通省 L=1,500ｍ

坂東市 国土交通省 L=880ｍ

坂東市 国土交通省 L=640ｍ

合計 0

都市計画道路

事業箇所名
事業期間

全体事業費
（いずれかに○）

規模事業

都市計画道路

3・4・25　 三本松・中西線

事業主体 所管省庁名

3・4・4　 辺田・上出島線

3・4・22　 辺田・長谷線

地域創造支援事業

まちづくり活動推進事業

事業活用調査

住宅市街地
総合整備
事業

細項目

交付期間内事業期間
事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間
事業 事業箇所名

観光交流センター（仮称）秀緑

（参考）事業期間

0.4国費率

交付期間内事業期間

市道岩井17号線

事業主体 直／間
細項目

交付対象事業費 1,499.0 交付限度額 599.6

規模

都市計画道路

都市計画道路 3・4・8　 長谷・藤田線

3･4･5　辺田・本町線都市計画道路

事業 事業箇所名






